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家財道具等片付け補助金交付申請書

年　　月　　日
雲　仙　市　長　　　　　様

申請者　住　　所　
氏　　名　　　　　　　　　　　　　㊞
生年月日　　　　　年　月　日（　　歳）
連絡先　　TEL

家財道具等片付け補助金の交付を受けたいので、雲仙市空き家活用促進奨励補助金交付要綱第１４条の規定に基づき、下記のとおり関係書類を添えて申請します。
なお、本申請に当たり、裏面に記載している内容について誓約いたします。

記

１．契約の内容
	契約の内容
	・売買契約　　　　　　　・賃貸借契約

	空き家の所在地
	雲仙市

	利用希望者名
	

	利用希望者の住所
	



２．事業に関する情報
	片付け事業者名
	

	実施予定時期
	年　　　月　　　日

	見積金額
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円



３．添付書類
（１）片付け等に要する費用の見積書の写し
（２）雲仙市空き家活用促進奨励補助金の交付に係る調査承諾書




（　誓　約　）


１　私及び私と同じ住宅に同居している者は、次のいずれにも該当しません。
（１）暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号。以下「暴力団対策法」という。）第２条第２号に規定する暴力団（以下「暴力団」という。）
（２）暴力団対策法第２条第６号に規定する暴力団員（以下「暴力団員」という。）又は暴力団員でなくなった日から５年を経過していない者
（３）法人及び団体の役員等が暴力団員である者又は暴力団員がその経営に実質的に関与している者
　　　注：役員等とは、「役員及び法人の役員又はその支店若しくは営業所を代表する者で役員以外の者」をいう。
（４）自己、自社又は第三者の不正の利益を図る目的若しくは第三者に損害を加える目的をもって暴力団を利用するなどしている者
（５）暴力団又は暴力団員に対して資金を提供し、又は便宜を供与するなど直接的あるいは積極的に暴力団の維持管理に協力し、若しくは関与している者
（６）暴力団又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有している者
（７）暴力団又は暴力団員であることを知りながらこれを不当に利用している者
（８）無差別大量殺人行為を行った団体の規制に関する法律（平成１１年法律第１４７号）第５条第１項の規定による観察処分を受けた団体及び当該団体の役員若しくは構成員
２　前項各号の該当調査等のため、警察等への照会を行うことを承諾します。


